
☆ BTC軽 種馬育成調教場の昨年度利用実績|よ前年より減少したものの、昨年秋以降の若馬利用開始に伴い利用頭数も伸びてきて

おり、厳しい寒さの中、屋内調教施設において充実した トレ十二ングが順調に進んでおり、若馬の今後の活躍が期待されます。

また、 5～ 6月 にかけ屋内トラック馬場のクッシコン砂入替えを予定しておりますので、利用者の皆様に|よこ不便をおかけし

ますが、安全性向上にこ理解ください。

★ BTC育 成調教技術者養成研1多生|よ、一国―日を大切に過こしてきた研修が、あつとしヽう間に一年経過し、近年活躍が著しい

」RA育 成馬での騎乗司1練など貴重な体験を経て、 4月 半ばに修了し、それぞれ牧場へ就職していきます。この経験を就職先の

牧場で遺憾なく発揮し、理想のホースマンを目指して、さらなる頑張りと活躍を期待しています。また、 4月上旬に1よ32期 生
21名 が入講してきますので、今までの研1多生同様よろしくお願い致します。 【Y.H.】

★」RA通 算 1,000勝達成、松山康久調教師、本当におめでとうこざしヽます。昨年の 11月からなかなか勝てない状況の中、よく

往診に通つた中村広先生の無念の 999勝 での引退が頭をよぎつていたので、喜びもひとしおでした。しかも過酷なり八ビリを

克服し長期離脱明けの後藤浩輝摘手で。松山先生に|よ」RA競 走馬診療所に全lal的な信頼とバックアップを寄せていただき、獣
医師、装師師が多くの馬をみせてもらいました。個人的に|よ正月当番の時にいただいたおせち料理が一番うれしくてい。その
ような名IB楽も2月で定年。そして、今回 12名という大勢の調教師の方が引退 ・勇退されました。

★一方、BTC東 京事務局においても、平成 18年 3月から8年間の長きにわたつて勤めてこられました伊藤克己理事長が、この
3月末で退任されました。生産 ・育成界に精通されています伊藤理事長が、これまでの外国産馬の輸入による競馬の発展を振
りかえり、『世界を駆けるサラブレッド』と題し、「たづな」に餞 (1よなむ|ナ)と して寄稿されました。他に、すべての事務的
なことを取り仕切つてこられた五島崇事務局長、16年間勤めてこられた植日かすみ職員が退職され、長年本当にお疲れ様でした。

総勢 8名 中 3名 が交代する異例の大異動です。 【Y.F.】
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